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2022 年度 私立大学図書館協会東地区部会総会 回答集計結果報告 

 

開催日：2022 年 6 月 10 日（金）～6 月 16 日（木） 

主 催：成蹊大学（2022 年度私立大学図書館協会東地区部会長校） 

形 式：メールと Web 入力フォームの活用による個別回答形式 

加盟校： 270 校 

出席(回答)校：189 校 

      

＜総会の成立について＞ 

 成立要件：加盟校の過半数の出席をもって成立（私立大学図書館協会会則第 7 条第 5 項） 

 加盟校数 270 校のうち出席（有効回答数）189 校、よって 2022 年度私立大学図書館協会 

東地区部会総会は成立。 

 

＜議事＞ 

Ⅰ 報告事項：1～3 についてのご意見・ご質問 

[意見] 

・報告事項 10 ページの（６）研究分科会について 「和漢古典籍研究分科会」はコロ 

ナ禍のため月例研究会のみの実施だったため、夏期研究合宿については削除するのが 

適切と思われます。 

 

[質問]  

・p27～p30 （3）国際図書館協力委員会報告 1）委員会について ②第 2 回委員会～ 

④第 4 回委員会 報告事項 1 国際図書館協力委員会議事録 ⑤第 5 回委員会～⑪第 

11 回委員会 報告事項 1 国際図書館協力委員会議事要録 このように第 2 回委員会～ 

第 4 回委員会では「報告事項 1 国際図書館協力委員会議事録」と記述され、第 5 回委 

員会～第 11 回委員会では「報告事項 1 国際図書館協力委員会議事要録」と記述され 

ており、表記が異なっています。 報告事項 1 の内容が、第 5 回委員会から変わったの 

でしょうか？ 

  →（回答）すべて「国際図書館協力委員会議事要録」に訂正いたします。 

 

Ⅱ 協議事項：議決には、出席校の 3 分の 2 以上の賛成を要する。（私立大学図書館協会会

則第 7 条第 5 項） 

1 2021 年度東地区部会事業報告について 

  賛成：189 

反対：0 

  よって「2021 年度 東地区部会事業報告」は承認された。 
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2 2021 年度東地区部会決算報告および監査報告について 

  賛成 ：189 

  反対 ：0 

  よって「2021 年度 東地区部会決算報告および監査報告」は承認された。 

3 2021 年度東地区部会研究部決算報告および監査報告について 

  賛成 ：189 

反対 ：0 

  よって「2021 年度 東地区部会研究部決算報告および監査報告」は承認された。 

 

4 2022 年度東地区部会事業計画（案）および予算（案）について 

  賛成 ：189 

反対 ：0 

  よって「2022 年度東地区部会事業計画（案）および予算（案）」は承認された。 

 

5 2022 年度東地区部会研究部活動計画（案）および予算（案）について 

  賛成 ：189 

反対 ：0 

  よって「2022 年度東地区部会研究部活動計画（案）および予算（案）」は承認された。 

 

6 「私立大学図書館協会東地区部会研究部細則」の一部改正（案）について   

    賛成 ：189 

反対 ：0 

  よって「『私立大学図書館協会東地区部会研究部細則』の一部改正（案）」は承認された。 

 

７ 協議事項全般について 

  以下の通り意見・質問があった。 

[意見] 

・2021 年度私立大学図書館協会東地区部会決算報告（p. 42）について 支出の部  

小計 予算額 4,435,000 円に対して、決算額 2,947,735 円 差異 1,487,265 円 これ 

について、監事校は「適正」と判断されております。関係帳簿と証憑書類が揃ってい 

て黒字だから「適正」と判断したのか、コロナ禍で色々と制約があったから「適正」

と判断したのか、これでは分かりません。 「賛成」とはしましたが、今後、監事は、 

意見書により、適・不適の理由や、東地区部会として早急に改善・検討することが望

まれる事項を表明していただいた方がよいと思います。 
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[質問] 

・2021 事業報告（２）研究部活動の充実について、オンデマンド研修の受講者数と

修了者数に差があるのは、人事異動で図書館外へ転出した受講者がいるということ

か。 

→（回答）図書館外への転出ではありませんが、業務都合等の関係で辞退された受講 

者がいらっしゃったためです。 

  ・2022 事業計画（４）部会運営の効率化について、コロナの影響もあるが、予算・

決算に乖離が大きく、次年度繰越金が増加している。このあたり 2022 年度の事業計

画で具体的に考えていることがあれば教えてほしい。 

  →（回答）次年度の繰越金が増加している要因として、新型コロナウイルス感染症の

影響が大きく先がまだ見通せない状況のため、2022 年度事業計画において具体的な

案は出ていない状況です。 

 

Ⅲ その他全般について 

  以下の通り意見・質問があった。 

[意見] 

  ・大学設置基準の改定については、当協会として動向を注視のうえ、必要時には適切な 

対応を取ることが望ましいと考える。 

 

[質問] 

  ・前年度以前からの繰越金がとても多いと思います。年会費を安くするなどの案は出な 

いのでしょうか。 

  →（回答）会費については、「私立大学図書館協会会則」第 25 条に基づいて徴収してお 

ります。 

以上 


